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研究概要：

研究目的：

苦労した点や感想など：

路地を含む銀座の 39 街区を対象に、路地空間の特徴的な構成を明らかにする
ことを目的とする。

街区一つに多くの建物が建ち並ぶ街を模型で表現するには、多
くの時間と労力が必要不可欠でした。銀座という大都市の中に
現存する路地について調べたとこで、多くの出会いや気づきが
ありました。これまでサポートしてくださった先生方、後輩の
みなさんありがとうございました。

東京都中央区銀座は、中・高層の建物が高密度に建ち並ぶなかに、まちの成り
立ちを物語る歴史的な雰囲気を持つ路地空間が残されている点が特徴的であ
る。それらを分析し、路地空間を活かした街区を再編する提案を行う。

【既存階段の利用】
立体路地の動線となる。

【美術ロード】
キャンチで作られた空間に絵画を飾り、
路地を美術館のようにし賑わいをもたせる。

【半透明の床と天井】
床を半透明にすることで 3F 部分の印象が
時間帯によって変化する。

【屋上利用】
設備を壁面に移動させ、スペースを設ける。

【ポップアップショップ】
気軽に出店できる。

路地側に店を構える。
既存店舗。

建物を連続して移動できる。
路地が通ることで行動範囲が広がる。

すでに屋上を利用している建物へ
隣からアクセスできるようにした。

研究成果：


